
 
	

地元にある西日本工業大学の学生さん達から	

取材された結果をまとめました。	

この学生さん達の研究活動を私が応援してい 
ますが、今回は改めて、学生さん達から質問 
を受ける機会を得ました。	

	

左から坂本瑞貴さん、岩永拓海さん、 
村上智信、林繁丸さん。 
	

学生「本日はお話する機会を頂いて、ありが	

とうございます。昨年１０月に行われた衆議	

院議員選挙での村上さんの活動を拝見して関	

心を持ちました。本日はよろしくお願いいた	

します。」	

村上「最近は、政治への関心が低くなってい	

るので、若い方がこうして訪ねて来るのは、	

有り難いことですね。」	

学生「まず、なぜ政治家を目指すことにした	

のですか？」	

村上「日本を良くしたいと思い、経済産業省	

で働いてきたけれど、一役人では出来ない大	

きな仕事をしたい、地元への恩返しをしたいと	

	

いう気持ちからです。」	

学生「地元に恩返したいということは、地元を	

具体的にどのようにしたいのでしょうか？」	

村上「今は、京築も田川も経済的に衰退して、	

人口も減って、寂しくなっているので、活力の	

ある地域に戻したいと思っているんです。」	

学生「経済産業省は、産業振興や地域振興をす	

ることで、経済を活性化させる役所だと聞いて	

いますが、そのときの経験を活かせますね。」	

村上「そう。私が経済産業省で培ってきた経験	

だけでなく、人脈も最大限活かしたいですね。	

経済産業省は、振興することが目的なので、杓	

子定規に規制を振りかざす人よりも、振興のた	

めの政策を自ら提案して実行する人が多いんで	

すよ。」	

	

学生「確かに、村上さんには役人的な堅さはあ	

まり感じませんし、むしろフレンドリーだと思	

いました。」	

村上「ありがとう（笑）。行橋市こそ人口が増	

えているものの、京築・田川は人口が減ってい	



ます。その理由は、働く場が少ないために、若	

者が東京などの大都市で就職するからです。私	

の高校クラスメイトの多くも地元以外で就職し	

ました。だからこそ、地域作りにおいて働く場	

を作ることが重要ですし、そうすれば、若者に	

働きながら住んでもらえます。」	

学生「働く場はどの様に作るのですか？」	

村上「一つは、地元の方に起業してもらうこ	

と。もう一つは、企業や工場を誘致すること	

です。」	

学生「経済産業省でも、その様な仕事をして	

たのですか？」	

村上「それが経済産業省の本業ですからね。	

日本から企業が出ていって海外に立地すると、	

日本の貿易赤字につながるから、工場誘致は、	

日本経済にとっても非常に重要なんです。特	

に、私が担当していた医療機器業界は貿易赤	

字だったので、医療機器業界の輸入超過をく	

い止めるため、熱心に指導して、A 社には国	

内に一日使い捨てコンタクトレンズの工場	

（６万平方メートル以上）を立地して頂きま	

した。」	

	

学生「A 社でしたら、私も知っています。	

日本を代表する企業ですよね。経済産業省で	

働くと、仕事のスケールが大きいですね。」	

村上「実は、豊前市にはバイオマス発電所を	

紹介したんです。日本最大級のバイオマス発	

電所で、既に着工していますよ。私が東北大	

学の教授だったとき、豊前市の後藤市長から	

企業誘致を頼まれたのが始まりでした。	

他に、苅田町、田川市、行橋市、築上町の地	

元の方達などから具体的な企業誘致などの支	

援を伺っています。」	

学生「これが、経済産業省の人脈を地元に活	

 
かすということなんですね。地元を発展させ 
ると聞くと、すごく大きな話になりそうです 
が、身近なことで関心があるのは、大学の近 
くに飲食店などのお店が少ないことです。」 
村上「大学は小波瀬西工大前駅に近いですね。 
駅の周辺を再開発することは、地元の活性化 
につながるので大事ですし、再開発となると 
お店も建ちやすくなるでしょう。」 
学生「これから就職する我々に、仕事が出来	

る様になる秘訣を教えてください。」	

	
村上「自分に与えられた仕事を高い目線で、	

例えば、上司と同じ目線で見て、仕事の意義	

や進め方を考えて下さい。そして、熱意を持っ	

て最後まであきらめずに、形のある成果を残	

すことです。自分はこの成果を残したという	

自信は、次の仕事につながりますからね。」	

学生「まだまだ聞き足りないこともあるので	

すが、時間もなくなったので、またの機会に	

お願いします。本日は誠にありがとうござい	

ました。今後も政治活動を頑張ってください。	

応援しています！」	

 


